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は じ め に
　本論は中華民国南京国民政府期における「童子軍（ボーイスカウト）」
運動の展開について，『中央日報』をはじめとする一次資料に基づき，
1928年から 1931年まで「中央訓練部」の取り組みに焦点を当てることに
より，国民党政権による「童子軍改組」の特徴を明らかにすることを目的
とする。
　イギリスを発祥地としたボーイスカウト運動が中国へ伝わったのは
1910年代初頭である。北洋政府期は上海公共租界及びその近隣にある江
蘇省を中心に活動が展開された。この時期に担い手となったのが民間の教
育会及びボーイスカウトの普及に熱心な教育関係者や有識者だったため，
民間による青少年事業という性格をもった。また，活動目的は児童の健全
な育成にあることから，教育事業の一環として展開された特徴が強いと指
摘できよう。
　1926年以後，国民党政権が北伐とともに童子軍組織を自分の傘下に置
くために一連の改組を行った。そのため，南京国民政府時期における童子
軍運動の展開は「民間」から「官製」へという性格の変化が伴われる。
1949年まで，童子軍事業の担当部署が青年部（1926－1927年），中央訓練
部（1928－1931年），中国童子軍総会準備会（1932－1933年），中国童子
南京国民政府時期における童子軍改組の特徴
── 1928年から1931年まで「中央訓練部」の
取り組みを中心に──
孫　　佳　　茹
─ 164 ─
軍総会（1934－1949年）と変わっていくが，いずれも国民党中央から強
い管轄を受けるのである。
　先行研究では，南京国民政府期の童子軍運動を考察する際，中国童子軍
総会の役割を重要視する傾向がある。たとえば，孫玉芹の『民国時期的童
子軍研究』では，中国童子軍総会期における童子軍事業の発展ぶりを登録
団数の増加で裏付けた上，「発展期」にあたると結論づけている1）。しかし，
「民間」から「官製」へと大きく運動の性格が変わったこの時期，団数の
増減だけで改組の特徴を捉えるには不十分であろう。そして，中国童子軍
総会があくまでも童子軍事業の行政機関であったため，童子軍運動の決定
権は実質上ずっと国民党中央に握られたままである。
　一方，中央訓練部による管轄時期（1928－1931年）に行われた取り組
みが後日の展開の土台作りとなるものが多かったため，本論は 1928年か
ら 1931年まで「中央訓練部」による管轄期に焦点を当てて改組の特徴を
考察する2）。具体的に，『中央日報』3）をはじめ，『中國國民黨中央執行委
員會常務委員會會議録』4）や国民党童子軍の刊行物などを利用し，中央訓
練部による童子軍改組の取り組みを分析することにより，南京国民政府期
における童子軍改組の特徴を突き止める。
　本論は 3部より構成される。まず，中央訓練部による童子軍関連条例の
特徴について分析する。次に，改組による中央訓練部と国民党童子軍司令
部の関係の変化を明らかにする。最後に，中央訓練部による童子軍指導員
養成及び全国初の童子軍大露営への取り組みについて検討する。まとめで
は，1928年から 1931年まで「中央訓練部」による「童子軍改組」の特徴
を提示する。
　中央訓練部の動きに焦点を当てることにより，国民党政権による童子軍
改組の着眼点と大枠を捉えることが可能である。また，それにより 1926
年以前の童子軍運動と詳細に比較するための基準を立てる基礎作業にもつ
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ながる。
　本論で使う「童子軍」はボーイスカウトの中国語訳である。この言葉に
ある「軍」は組織のことを意味し，「少年兵」という意味ではない。
1．中央訓練部による童子軍関連条例の特徴
（1）『中国国民党童子軍総章』5）（1928年 5月）
　1928年 5月に中央訓練部より認可を受けた『中国国民党童子軍総章』
（以下，『総章』と略す）が発表された。『総章』は国民党による改組後の
童子軍の訓練の宗旨及び組織系統について規定するもので，計 9条より構
成される。
　『総章』は第一条では「三民主義の革命青年を育成し，国民革命の完遂
を目指すこと」と国民党童子軍の訓練の宗旨を規定している。
　北洋政府期に全国教育連合会が童子軍の意義について「新教育を実施す
るための良好手段」と示したことに対し，改組後は国民党政権が童子軍を
「三民主義の革命青年」を育成する組織として，最終的に「国民革命の完
遂」に利用しようとする意図が読み取れる。
　『総章』の第二条と第三条では，構成員の年齢と加入部門について規定
し，第四条は国民党中央を最上層とする組織構成について詳しく規定して
いる（図 1参照）。
第二条：十三歳から十八歳までの青年であれば，党童子軍に参加し，
党童子軍の訓練を受けることが可能である。
第三条：十三歳未満の児童で党童子軍訓練を受けたい者は党幼童子軍
に参加することが可能である。
第四条：（図 1を参照）。六人から九人まで一班（中国語：「隊」），二
班より一団組織可，団が学校・機関を基礎単位とする。三団以上を一
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師団（中国語：「師」）とし，一地域内の最高機関を為す。三師団以上
が一軍団（中国語：「軍」）とし，軍団が省内における最高機関である。
軍団の上は中央執行委員会訓練部が委任する司令一名，副司令二名を
置く。その権限及び司令部の組織構成について中央訓練部が別途定め
る。
　図 1が示したように，国民党は全国の童子軍を中央訓練部の管轄下へ一
元化することにより，自ら直接統帥できるように改組する意図が分かるだ
ろう。
　このほか，党童子軍団部の経費については「該当学校・機関・団体の予
算より支出する」（第六条）とし，「師団長・軍団長がそれぞれ半年に最低
限一回査閲を行う。司令は年に一回大査閲を行い，その成績を中央執行委
員会訓練部へ報告すること」（第七条）と党童子軍への査閲を重要視して
中国国民党中央執行
委員会訓練部
党童子軍司令
党童子軍軍部
党童子軍師部
党童子軍団部
（中隊）
小隊
党童子軍直轄団部
（中隊）
小隊
省党部訓練部に相当
市（県）党部訓練部に相当
出典：「国民党童子軍（簡称党童子軍）総章」『中央日報』1928年 6月 2日，7頁。
注 1： 左側にある「省党部訓練部」は県レベルの党部訓練部のことで，「市
（県）党部訓練部」は市レベルの党部訓練部を意味する。
注 2： 小隊が多い場合，団との間に中隊を作ることができる。1中隊は最大
小隊を 4つまで持つことができる。
図 1　中国国民党童子軍編成系統図
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いる様子がうかがえる。
（2）『党童子軍総章施行通則』6）（1928年 7月）
　前述の『総章』の直後に配布されたのは『党童子軍総章施行通則』（以
下，『通則』と略す）だった。『通則』は「目的，原則，組織，制服，章号，
経費，職員」と 8つの項目から構成され，改組後の童子軍のあり方のほか，
従来の童子軍内容及び既存の童子軍関係者，団体などとの関係について具
体的に規定したものである。
（甲）　目的：中国国民党童子軍総章の規定により，党童子軍訓練の
目的は，「児童の実践（中国語『做事』）能力を発展し，自立互助，国
を愛し，民族を愛し，人類を愛し，勇敢で犠牲的な精神を養い，高尚
な人格，豊富な常識，健全な身体をもつ児童の育成を目指す。そして，
確実に三民主義の後継者として『民有』・『民治』・『民享』の国家を実
現し，最終的に世界大同になるようにする」
　この「（甲）目的」は，前半は北洋政府時期に全国教育連合会が提示し
た童子軍訓練の意義と似ているが，後半は「三民主義の後継者」育成とし
てというゴールを明確に提示しているところが特徴的であろう。
（乙）　原則：一，すべての訓練が三民主義を最高原則とする。二，
すべての訓練が児童を本位とする。三，中華民族の精神を十分発揮し
つつも，童子軍の世界性を認める。四，誓いと掟をしっかり行い，言
動の一致性に注意する。五，各国の童子軍で最も有効な訓練方法及び
審査制度を取り入れる。六，野外生活を重視するが，児童自身の家庭
と学校での任務の妨げになってはいけない。七，徳・智・体・群・美
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という『五育』の均等的発達を重視するが，学校の教育課程と重複し
てはならない。八，政治常識の訓練を重視する。しかし，中央訓練部
の了解なしで党童子軍の名義で政治活動への参加は許されない。（個
人レベルで擁する言論・行動の自由は特に含まれない）。九，軍事知
識の教え込みを重視する一方，専門の兵式体操を行わないこと。十，
宗教による勢力を成してはいけない。
　「（乙）原則」では三民主義を最高原則とすることを全面に打ち出しつつ，
従来のボーイスカウト運動に内包されていた児童本位の理念や，童子軍の
国際性への保留も読み取れる。これについては従来の童子軍運動の関係者
及び関連団体を味方にしようとする国民政府の策略の一環としても考えら
れるが，改組にあたって，従来の童子軍運動の継承問題に対し，国民政府
が示した姿勢だと理解できよう。
　また，従来の童子軍の国際性をどの段階まで保留するか，これは避けて
通れない課題である。「（乙）原則」の「五」では，方法と目的を分離して
考えるという中央訓練部のスタンスが見られている。
　「（乙）原則」の「六」と「七」では，野外教育中心，そして学校教育と
の補完的な性質について規定している。「八」と「九」では，政治常識や
軍事知識の訓練は重視する一方，その訓練が精神的なレベルに留まってい
る特徴が指摘できよう。この内容により，国民党側が童子軍をコントロー
ルしようとしつつ，自分の政権を脅かす勢力へ成長する可能性への警戒も
見られる。
（丙）　組織：十一，すべての組織は党・国の法令を違反してはならな
い。十二，本通則の公布前に成立した中国童子軍，全員党童子軍司令
部への登録を行うことである。十三，これから成立する予定の童子軍
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団体は，すべて党童子軍司令部へ申請し登録すること。十四，中央訓
練部が最高指導機関とし，各級党支部訓練部が監督機関である。
十五，党童子軍司令，軍団長，師団長，団長及び隊長が各級党童子軍
の執行役である。十六，各級政府及び各級教育行政機関は補助機関で
ある。十七，童子軍事業に熱心な団体は同事業の進め方に提案できる。
（丁）　階級（中国語：「等級」）及び種類：十八，党童子軍の階級基準
及び外観は，世界各国の規定と大体一致する。ただし，できるだけ本
党及び我が国の精神を注ぎ込むこと。十九，児童自身が選んだ訓練項
目について，種類ごとに訓練を実施するが，童子軍の一般的な精神に
背いてはならない。
（戊）　制服：二十，制服の色及び様式が党童子軍の組織と訓練に適す
るようにしなければならない。しかし，児童の心身の発達を妨げるも
のは除く。
（中略）
（己）　章号：二十六，すべての旗・徽章・記号・表彰バッジのデザイ
ンは党・国の精神に反するものであってはならない。
　　
　　（以下省略）
　「（丁）階級及種類」，「（戊）制服」，及び「（己）章号」の文言では中央
訓練部が『通則』の制定側として童子軍の国家性と国際性の間で揺らいで
いるように見える。そして活動にあたって国家性をどこまで刷り込むか，
明確な基準がまだ提示されていない段階にあることがうかがえる。
　『通則』の特徴は従来の童子軍内容及び既存の童子軍関係者に対する扱
い方について言及しているところである。もともと，北洋政府期から童子
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軍の展開は学校を拠点にしてきたため，活動経費も学校予算から支出され
ていた。しかし，改組後は童子軍が国民党の下部組織へと変わったものの，
経費の支出元は学校のままとなっていた。童子軍組織を教育系統の末端組
織として捉えるべきか，それとも政党の末端組織として捉えるべきか，大
学院（南京国民政府期の中央教育行政部門）と中央訓練部の間に童子軍の
指導権をめぐる争いが展開された。『通則』は中央訓練部が指導権を勝ち
取った直後に発表されたものだった。
2．国民党童子軍司令部と中央訓練部の関係の変化
　1928年 5月に中央訓練部より認可された条例『総章』の第 4条（5）に
は，「党童子軍軍部」の統帥機関は国民党童子軍司令部と規定している。
そして，『総章』と同時に『中国国民党童子軍司令部組織法』7）も制定され
たのである。
　組織法の中身として：
中央訓練部が司令を 1名任命，副司令を 1～2名。
司令は中国国民党中央執行委員会訓練部の命令を受け，下記の職務を
行使する。
（一 ）中国国民党中央執行委員会訓練部が党童子軍に関する法令を執
行する。
（二）全国党童子軍を統括する。
（三）司令部のすべての業務を総理する。
（四）党童子軍の進行計画大綱を制定する。
（五 ）党童子軍に関するすべての重要規定を立案し，中央訓練部より
審査を受けた上実施認可を申請する。
　（以下省略）
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　この内容により，司令が中央訓練部から任命を受け，童子軍の法令執行
や進行大綱の制定などに権限を与えられている。そして，重要規定に関す
る最終決定権は中央訓練部にあるということが分かるだろう。
　しかし，わずか 1年後に『中国童子軍司令部組織綱要』8）（1929年 7月）
という「司令部」を改組する規定が発表された。『中央訓練部童子軍司令
部改組弁法』について，早くも中央常任委員会によって可決された。訓練
部が中央常任委員会の決議に従い，『中国童子軍司令部組織綱要』を制定
し，7月 27日第一二二回会務会議で採択した。
（甲）司令部の組織：
（一 ）中国童子軍は司令を一人置き，中央訓練部長が兼任し，  司令部
を設立し，中央執行委員会に直轄する。
（二 ）司令部内は秘書一人置く。中央訓練部秘書が兼任する。  司令の
命令を承り，本部のすべての事務を担当する。
（三 ）秘書の下は総幹事・及び助手各一人，童子軍訓育科職員が兼任
する。  司令の命令及び秘書の指導を受け，本部のすべての事務を
担当する。
（乙）司令の職権が以下の通り：
（一 ）公布及び童子軍法令，ただし，訓練に関するものはこの限りで
はない。
（二）全国の童子軍を査閲する。
（三）各級童子軍職員を任免する。
（四）童子軍関連のすべての証書・バッジ及び旗を授与する。
　（以下省略）
─ 172 ─
　この改組により，従来の「童子軍司令」と「秘書」は中央訓練部長とそ
の秘書による兼任へと代わられ，中央訓練部及び中央執行委員会による直
轄管理がより強いものとなった。
　中央訓練部長による兼任司令の権限が前より広がったほか，訓練関連以
外の童子軍関連法令を公布する権利も得ている。
　また，この改組後の組織大網には「（丙）訓練に関して：訓練に関して，
各種課程教材の配布，訓練法案の配布の場合は，中央訓練部あるいは部長
の名義で行うこと。それ以外は司令部あるいは司令の名義で行うこと」と
規定している。
　つまり，中央訓練部が童子軍の訓練に関して絶対的な統帥権を持ったこ
とが明らかであろう。
3  ．中央訓練部による童子軍指導員養成及び全国初の童子軍大露営への
取り組み
（1） 指導者養成への取り組み─党童子軍学校を設立する9）（1928年 8月
－1928年 10月）
　この学校は，中央訓練部が党童子軍指導者を養成するために開設した速
成クラスである。期間は 1928年 7月下旬より 10月上旬までの 2か月ほど
で，受講者は 200名に達した。コースを開設するための経費は中央より提
供された。始業式において主席の張忠仁が挨拶の最後に「諸君が自分の所
在地に戻った際，ぜひ各省の童子軍を訓練指導し，必ず党義のことをよく
理解してもらうよう，お願いしたい」と述べている。その後，中央訓練部
秘書の李烈鈞が訓辞でこのように述べた。「（前略）児童の天性を生かすこ
とは教育の原則である。各国の童子軍は教会によるものがメインで，政党
が組織しているところは少ない。革命党が主催側となっているケースは
もっと少ないだろう。中国はこれまで教育といえるほどのものがなかっ
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た。軍事教育というものはなおさらない。まして童子軍教育なんて，まっ
たく存在していない。総理の遺言に『革命いまだ成らず』とある。ではど
う対応したらよいか。三民主義，五権憲法をもって中国を建設することが
できたら成功と言えよう。将来，三民主義・五権憲法をもって中国を建国
するための人材育成が必要である。この学校は未来にそのような人材の育
成を目指している。そのため，みんなに童子軍の模範になってもらいたい。
童子軍の模範になることは大変重要な責務である（後略）。」と，革命党に
よる童子軍の組織が大変めずらしいものであると自認しつつ，北洋政府時
期の民間による童子軍運動・童子軍教育の存在を否定している。
　卒業式には，主席及び教職員と受講者のほか，下記代表の出席があった。
中央訓練部代表，国民政府代表，内政部代表，交通部代表，外交部代
表，南京特別市党部代表，市政府代表，中央軍官学校代表，軍官団代
表10）。
　この出席リストより，党童子軍学校が大変重要視されていることが分か
るだろう。
（2）中央訓練部が童子軍指導者への登録指示（1928年 10月）
　1928年 8月 29日に中央宣伝部が『全国党童子軍宣伝大綱』11）を公布し
て 2か月後，中央訓練部が各省市党部に対し，全国の童子軍服務員の登録
を行うよう指示した12）。童子軍服務員に登録を求める目的は「全国の童子
軍を整理するため」である。そして『党童子軍服務員登録条例』を制定・
公布した。各地の軍団部もしくは師団部がその責務を担うように指示し，
まだ設置されていない場合は，該当地域の国民党の支部訓練部が代わりに
その任務を行うように命じた。「この指示が届いた日より即座に着手する
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こと。最短期間で全国童子軍の人材を集められるように期待している。」
といった訓令の文言から，中央訓練部が指導者人材の存在を大変重要視し
ていることがうかがえる。
（3）その他の条例について
　上記条例のほか，1929から 1931年にかけて，「年星授与規則」13）及び
「童子軍刊行物出版規則」についての規定があった14）。そして，「部務会議」
で「童子軍各級委員会組織条例」を可決した15）。1929年 12月 18日の会議
で，童子軍訓育科の提案した各級（省・特別市・県（市）・海外各地）委
員会組織条例が中央訓練部に認可された。その後，各級党部より童子軍事
業を分離するよう，理事会という系統を新たに組織し，「中執会（中央執
行委員会の略）第六十九回常会」で「中国童子軍各組織条例（省理事会・
特別市理事会・県（市）理事会・海外理事会・団）」を可決した16）。さらに，
その翌月に，童子軍司令部が「中国童子軍各級理事会組織条例」も公布し
た17）。
（4）全国童子軍大露営への取り組み
　1930年 4月 18日に全国初めての大露営・査閲が南京で行われた。童子
軍に対する査閲という手段を利用し，「青年の愛国精神を喚起せよ」18）と
いう目的への達成が考えられる。大露営・査閲終了後，中央訓練部・司令
部がさらにいくつかの取り組みを行った。
① 全国童子軍に登録を求めた。3か月後に「中国童子軍登記条例」を配布
し，全国における童子軍の登録を求め始めた19）。　
② 今後の任務の発表。第一回大露営・大査閲の 4か月後，童子軍司令部が
1930年 8月に中国童子軍の今後の任務に関する『中国童子軍に告ぐ書』20）
を発表し，「引き続き民族生命の力量を育成すること」と示した。
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③ 総理記念亭への寄付。第一回大露営・大査閲の際，戴季陶の提案により
全国童子軍が総理への敬意を表すために，総理記念亭21）の寄付をする
ことになった。
④ 五台山――全国童子軍運動場（練兵場）の設置22）。中央訓練部がその後
毎年行う査閲・露営のため，南京市を拠点に行われるとよいという考え
により，全国童子軍専用のグラウンドの建設に着手し始めた。そして童
子軍総会の施設の建設も着手し始めた。全国規模の大露営・大査閲を開
催することにより，「党童子軍」のアイデンティティーが促進されると
いう中央訓練部の考え方が見られる。
　ちなみに，1934年 4月中国童子軍総会に正式に管轄が変わるまで，『中
央日報』に発表された全国の童子軍の統計によれば，全国に登録された童
子軍は 926団，83919人の規模に達しているという23）。　
まとめ：改組の特徴について
　本論の目的は 1928年から 1931年まで「中央訓練部」による童子軍改組
のための取り組みを分析することにより，国民党政権による「童子軍改
組」の特徴を明らかにすることである。　
　その特徴を以下にまとめる。
（1 ）従来の童子軍運動の教育的要素を保留しながら，その訓練の目的を
「三民主義」「革命青年」の育成に当てている。
（2 ）童子軍の国際的な団体としての特性を保留しつつ，自国の政治的・民
族的要素の教え込みを重視する。
（3 ）極めて早い時期から童子軍指導者の育成に着手した。育成された指導
者たちはやがて国民党政権の下で童子軍の中心的な担い手になっていく。
（4 ）中国童子軍のアイデンティティーを形成するために，積極的に全国規
模の大集会の企画・実施，またその後の継続的な実施のために，確実に
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場所の建設確保が行われている。
　今後の課題として，この時期の改組の影響が 1932年以後童子軍運動の
展開にどのように反映しているか，実証的に検証していきたい。
注
1） 孫玉芹は著作の第 3章第 2節で南京国民政府期の童子軍運動の展開について
取り上げている。著者は南京国民政府時期の童子軍運動の展開を停滞期（1926
－1933年）復興期（1934－1936年），衰微期（1937－1945），最後の展開期
（1946－1949）と 4つの時期に分類している。この中で，筆者が本論で取り上げ
る予定の「中央訓練部」期については，孫玉芹は国民党による童子軍への統制
が民間主導期より厳しくなったと指摘した上，参加者の人数が減少したと，「停
滞期」と名付けている。（孫玉芹『民国時期的童子軍研究』人民出版社，2013年，
72‒92頁。）
2） 中央訓練部より先に童子軍の改組に関わっていた青年部の管轄期間が国民党
の北伐と重なるため，実質上後日の改組に大きく影響を与えたと見られないた
め，本論では検討対象から除外した。
3） 『中央日報』は 1928年 1月に上海で創刊された国民党中央の機関紙である。
筆者の調べでは，国民党政権の台北移転（1949年 3月）まで，1928年から 1948
年まで掲載した「童子軍」に関する記事が 425件ある。その報道の年ごとの分
布状況を下記表 1に示す。1928年から 1937年まで毎年の掲載件数が 20台から
60台までの間にあるが，1938年から 1948年まで毎年の掲載件数が 10件未満の
場合が多い。1938年以後童子軍に関する記事の件数が急速に減ったのは 1937
年以後日中戦争の拡大化による影響と思われる。
　 表 1　『中央日報』による「童子軍」に関する記事の年ごとの分布状況
年 1928 1929 1930 1931 1932 1933 1934 1935 1936 1937
件数 38 23 67 49 23 25 42 43 39 21
1938 1939 1940 1941 1942 1943 1944 1945 1946 1947 1948
6 3 3 3 8 4 2 3 9 10 4
　　ちなみに，本稿では 1928年から 1931年までの記事を検討範囲としているが，
この期間における中央訓練部による童子軍改組の取り組みは，主に以下に分類
できる。
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　　（1）法規・規定などの制定
　　（2）行政機関の設立─司令部，訓育科の設立
　　（3）人材養成
　　（4）童子軍の発展方針の確定
　　　　童子軍，指導員の登録
　　　　歌，服装，出版物の査定方法
　　（5）全国童子軍の露営・査閲
4） 中國第二歴史檔案館編『中國國民黨中央執行委員會常務委員會會議録』廣西
師範大學出版社，2000年。
5） 「国民党童子軍（簡称党童子軍）総章」『中央日報』1928年 6月 2日，7頁。
（1928年 5月 31日中央第百四十二回常務会議通過）。
6） 「党童子軍総章施行通則」『中央日報』1928年 7月 14日，10頁。（1928年 6月
29日中央訓練部核準）。
7） 「中国国民党童子軍司令部組織法」『広東党務週報』広東省党務指導委員会，
1928年第 10号，39‒41頁。（1928年 6月 29日中央訓練部核準）。
8） 「童子軍司令部之組織，組織綱要已経中訓部制定」『中央日報』1929年 8月 2
日，7頁。
9） 「中央訓練部設立的党童子軍学校挙行開学典礼，中央委員李烈均致訓詞」『中
央日報』1928年 8月 1日，8頁。
10） 「党童子軍校畢業式前日挙行」『中央日報』1928年 10月 3日，7頁。
11） 「中央宣伝部頒布全国党童子軍宣伝大綱」『中央日報』1928年 8月 29日，7頁。
12） 「全国童子軍服務員登記，中央訓練部令各省市党部弁理」『中央日報』1928年
10月 27日，7頁。
13） 年星：表彰バッジの一種。
14） 「中国童軍司令部，頒布両項重要規則，中国童子軍年星頒発規則，中国童子軍
刊物出版規則」『中央日報』1930年 10月 30日，8頁。
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18） 「京市将挙行全市童子軍総検閲，喚起青年愛国精神」『中央日報』1931年 10月
24日，5頁。
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